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毎 3覆 郵 便 物 麗 司

ち
の
魅
力
Ｃ
Ｍ
に

坂
出
市
内
の
商
店
街
周
辺
で
四
日
、
慶
応
大
学
の
学
生
ら
が
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
開
始
し
た
。
昨
冬
に
次
ぐ
二
回
目
の
訪
商
で

「よ
そ
者
」
の
視
点

が
と
ヽ々
え
た
の
は
、
人
の
ぬ
く
も
り
や
懐
か
し
さ
。
五
日
ま
で
の
二
日
間
、

ど
デ
オ
カ
ブ
ラ
で
名
物
や
町
並
み
、
商
店
主
ら
と
の
会
話
を
撮
影
し
、
三
十

秒
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
仕
上
げ
る
。
学
生
ら
は

「
二
回
目
の
訪
問
で
、
あ
ら

た
め
て
気
付
い
た
ポ
イ
ン
ト
を
大
切
に
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
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せ
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“ほ

け
た
中　
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の

ち
い
、
病
」
秀

商
店
街
の
魅
力
を
映
像
に
ま
と
め
Ｃ
Ｍ
づ
く
り
だ
挑
む
学
生
ら
＝
坂
出
市
元
町
２
丁
目

も
り
一つ
予
培
先

人のぬく

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

っ
て
い
る
の
は
、
環
薦
稽
鈴
↓

学
部
の
加
藤
文
俊
准
教
授
の

ゼ
ミ
で
都
市
社
会
学
な
ど
を

学
ぶ
学
生
ら
二
十
二
人
。
昨

冬
の
訪
間
で
は
、
カ
メ
ラ
付

き
携
帯
電
話
で
撮
影
し
た
古

い
建
物
や
看
板
、
う
ど
ん
な

ど
の
名
物
を
テ
ー
マ
別
の
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
に
ま
と
め
た
。

現
在
、
Ｊ
Ｒ
坂
出
堅
別
の
市

観
光
案
内
所
で
配
布
し
て
い

る
。五

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
学
生
は
、
前
回
の

訪
間
で
当
た
り
を
付
け
た
商

加
藤
准
教
授
は

「学
生
も

一
部
が
入
れ
替
わ
り
、
初
め

て
訪
閲
す
る
者
も
い
る
。『経

験
者
』
と

『未
経
験
者
』
の

や
り
と
可
ふ
半新
た
な
視
点
を

「よ
そ
者
」
の
視
点
が
切
り
取
っ
た
ま
ち

の
風
景
が
、
斬
新
な
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に

前回製作

生
み
出
す
は
ず
」
と
期
待
。

二
回
目
の
訪
間
と
な
っ
た
同

学
部
三
年
の
伊
藤
翔
さ
ん

往
↓
＝
二
重
県
出
身
■
は

コ
奪
師
も
異
な
り
、
ま
つ
り

で
盛
り
上
が
る
雰
囲
気
を
感

じ
る
．
う
ま
′
ヽ
一・
つ
の
映
像

に
ま
と
め
た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
た
。
　
　
　
十

完
成
し
た
由複
ほ
萱
店
主

し
て
！
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